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戦い終って砂

ごくろうさまでした

ガンバッテください

56年
世帯停数

5. 055 （ー 2)
死亡
14 

出生
24 

転出

62 
転入
49 

女

9.974(+ 3) 
男
8,944(- 6) 

総人口
18,918（ー 3)
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が
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わ
れ
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附
卜
大
辿
本
山
似
勝

会

－u
k
沖
冷
川
十
九
五
ek
｝
に
怯
刈
状
が
附

報 ・・・・・・・・・・・。－あ

ら
れ
ま
し
た
，

ニ
れ
は
、
’
H
然
公
同
制
度
か
附
加
6

年
に
制
定
さ
れ
別
川
年
全
記
念
し
て
の

よ
似
て
ん
り
、
川
九
五
が
仰
け
’h
山
な
ど
の

山
ん
九
十
っ
て
い
・
す
し
－
m山’
q’品
uTυ
川
耐

を
い
向
け
て
き
ん
・

τ－いか
り附灼
・ハれ
た
も

の
で
あ
リ
ま
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表
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，
高
田
憲
次
郎
氏

市
山
県
政
功
労
計
仁
川
す
る
よ
似
か

H
H
2
日
、
午
前
日
時
よ
り
似
小
山
げ
大
ホ

ー
ル
に
わ
ね
い
て
れ
わ
れ
、

M
生
部
門
に

お
い
て
制
日
町
金
山
、
・
両
国
憲
次
郎
氏

いか
交
賞
さ
れ
ま
し
た
。

氏
は
、
昭
和
幻
年
以
来
、
初
年
聞
の

μき
に
わ
た
り
、，け
ら
の
附
与
に
も
か

か
わ
・
り
ず
、
附
在
者
関
係
団
体
の
要
峨

に
あ
っ
て
身
雄
監
箸
悩
祉
の
冷
進
に

得
与
さ
れ
、
山
何
ル
似
は
朝
日
町
身
体
障
害

宥
協
会
会
長
及
び
高
山
県
身
体
障
害
者

協
会
連
介
会
副
会
長
と
し
て
活
躍
さ
れ

て
お
り
ニ
の
功
純
に
よ
リ
表
彰
さ
れ
た

も
の
で
あ
り
ま
す
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き
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は
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和
利
年
以
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側
け
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に
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陀
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れ
た
持
制
の
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作
、
行
岐
に
山
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念
き

れ
、
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内
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の
先
駆
計
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↑
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内
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に
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を
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設
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踊
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と
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給
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五
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叩
け
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川
山
で
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似
き

れ
ま
し
た
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こ
の
叫
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進
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に
は
魚
川
以
点
の
2
山

3
町
の
出
家
の
み
な
さ
んいか
け
村
を・｝

灼
た
ん
が
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川
仰
叫
が
参
加
し
、
礼
川
川
1
、

内
川
午
、
叫
怖
の
3
部
門
に
分
け
て
WKM

き
れ
、
大
変
に
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・
侃
て
し
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判
日
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係
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と
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叫
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と
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で
す
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定
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の
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を
迎
え
て
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山
叩
に
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い
側
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が
民
家
か
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び
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ま
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と
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ま

れ
て
い
ま
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本
内
地
刺
か
・
り
小
ぃ
仁
た
転
作
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で
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柿
作
出
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に
レ
二
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必
ず
し
も
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主
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勢
で
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あ
け
ま
せ
ん
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秋
だ
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也
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・
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述
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仏
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入
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荷
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伐
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什
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と
新
川
」
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行
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川
山
年
／
式
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議
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で
は
、
新
川
地
い
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恥
史

・
文
化
事
a

を
似
り
ニ
ん
ど
小
附

f
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ふ
る
さ
と
新
川
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先
行
し
ま
し

た
こ
の
小
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f
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凶
H
n
H
航
川
悦
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公
民
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に
揃
え
て
あ
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す
の
で
ご

利
川
く
だ
さ
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年
金
だ
よ
り

サ
ラ
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ー
マ
ン
の
息
穣
も

国
民
年
金
に
加
入
を

サ
ラ
リ
ー
ア
／
の
別
段
、
あ
な
た
も

川
代
年
金
に
加
人
し
ま
せ
ん
か
“

－
－
七
人
か
帆
刈
で
加
入
し
て
い
ゐ
り

生
年
金
山
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共
消
制
へ
H

の
午
合
で
、
a
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fふ

ん
ば

一
山
松
山
山
押
さ
れ
ま
す
か
．

川
氏
年

金
に
加
入
す
る
と
、
ご
・
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的
年
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な
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・
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の
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・
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1
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l
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f
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1
1
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は
．
り
l
年
金
が
d
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け
・
ツ
川
一
る
こ
と
か

ん
り
ま
す

あ
な
た
の
間
か
な
在
伐
の
た
A

引
に、

そ
し
て
が

一の

ニレ
』
に
そ
も
え
て
、
d
T

ひ
同
氏
年
全
へ
の
加
入
を
お
ナ
す
灼
le

ま

す

現
K
1
．
本
加
入
の
む
に
は
、
地

．似の

M
MK年
合
会
H
の
十
り
か
・
り
お
す
す

灼
す
る
こ
と
が
ん
リ
ま
十

年
金
手
帳
を

た
い
せ
つ
に

し
ま
し
ょ
う

仕

H

の

，川
氏
午
全

F
削
除
い
ま
の

‘・・J
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V
Fれ
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，
b

．・1
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h
1
／
・
品
姐
T

・
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t
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似
m訂
し
て
い
主
す
か

あ怠たも今日から国民年金ニ
の
年
金
子
帳
・一
川
川
、
川
氏
年
全
－

Mrr年
金
保
険

・
恥
H
保
険
と
、
ー
ワ

の
年
余
制
ぼ
に
比
比
九
辿
ナ
る

F
．帳
で
す

制
山
J
L
A

ぷ
ザ
盛
府
川
ゲ
．
氏
む
れ
、
民
所
、

加
入
山
枕
世
な
ど
が
・4
討
さ
れ
．
あ
な
た

’
リ
リ
の
年
伝
説
川
H

引
け
て
十

ま
た
．
年
全
そ
1
け
る
L

ミ
＼
十
ナ
次

に
つ
い
て
の
削
い
ん
H

わ
せ
の
と
き
な
ど

は
、
ぜ
ひ
と
も
必
．必
な
千
帳
て
す
か
・
り

出向

勺
て
叫
い
た
リ
、
紛
失
し
た
と
5
ば

・7
く
に
ほ
ぬ
川
民
年
分
係
へ
．
川
内
交
付

的
中
山
川
を
し
て
卜
さ
い

求
人
情
報
は

「
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
」
で

ー
魚
津
公
共
職
業
安
定
所
｜

は
け

l
uか・り
ボ
人
杭
wmに
勺
い
て

の
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
T

－E
υ
7
6
51
M
M
H
U
O
U
0
4

U
｝
ど・
1
ぞ
ご
利
川
く
だ
き
い

j
l
h
u
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吋
限

t

！
！
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l
l
 

川
、
火
、
水
、
本
附
け

k
，l
mu
ボ
人
抑
制
鰍
は

‘
校
、
上
、

ju－－

f

i
H
l
 

間
報
に
つ
い
て
の
刊
ぷ
川
崎
、
魚
川
公

叫
ん
職
業
安
川
化
刈
窓
口
ま
で
れ
錯
し
く
だ

句、ぃ
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国
保
だ
よ
り

老
人
医
療
は
本
当
に
無
料

さ

国お
保年
の寄
負り
担の
で医

す雲
~ l~1眠
，，、 ＇－＇王I tt, 
部 ’
分
let 

報一一一一一…あ

わり
仁
い
む
ぐ
ん
、お
ば
あ
わ
や
ん
、病

気
に
な
っ
た
・
り
安
心
し
て
お
．K
行
さ
ん

に
か
か
っ
て
、小
く
な
お
し
て
く
だ
さ
い
，

お
年
汚

（刊
以
以
卜
の
十り
や
mw
必
以

上
の
ね
た
き
リ
在
人
｝
は
む
令
を
怠
け

で
主
払
わ
な
く
て
も
お
川
刊
行
さ
ん
に
か

か
れ
ま
1
．
で
も
ぷ
桝
し
な
い
で
く
れん

さ
い
そ
の
仇
綴
代
的
大
部
分
は
、
ん

ん
な
が

〔同
保
純
〕
を
山
しん
H

勺
て
い

る
附
似
て
iA
払
勺
て
い
る
の
で
す

一広

〈
お
年
寄
り
の
医
療
費
は
増
え
続
け

て
い
ま
す
〉

h

－－L
Jリ
リ
乃
ukeμ
訟
ぼ

I
、

J
；

ー

i
t
1

き
な
制
に
の
ば
勺
て
い
ま
す
と
て
も
大

制
日
町
に
お
い
て
は
〔昭
和
田
年
度
〕

の
わね年
寄
り
の
医
療
費
は
一
人
当
り
．
十

均
で
年
間

〔約
特
万
5
千
円
〕
で
す
が
、

こ
れ
は
お
年
寄
り
以
外
の
人
の
〔
は
は
川
〕

に
あ
た
り
、
国
保
令
ほ
の
費
用
の

〔は

は
り
%〕
が
お
年
寄
リ
の
医
療
刊
と
い

う
ニ
と
に
な
り
ま
す
。
お
年
寄
リ
の
人

uは
わ
が
凶
で
は
・｝
れ
か
ら
ま
す
ま
す

刷
え
て
い
く
見
込
み
で
す
。
そ
れ
に
応

じ
て
明
え
続
け
る
．作
物
代
を
ど
う
や
勺

て
保
険
で
ま
か
な
っ
て
い
く
か
が
、
将

来
に
か
け
て
の
大
き
な
・諜
．也
と
な
っ
て

い
ま
す
。

お
年
寄
り
の
健
康
と
幸
せ
を

み
ん
な
で
考
え
よ
う

〈
病
院
ガ
お
年
寄
り
で
一
杯
と
言
わ

れ
る
の
は
？
〉

病
院
が
お
年
寄
り
て
一
一杯
に
も
二
、

い
る
と
い

1
刊
を
よ
く
聞
き
ま
す
．

確
か
に
数
千
で
み
て
も
、

制
日
町
に

お
い
て
〔
附
初
日
年
止
〕
で
は
お
年
海

一
日
．
十
均

一
向
月
に

〔
M
M〕
病
院
に

辿
勺
て
い
る
勘
定
で
、
こ
れ
は
他
の
人

の

〔ね
い
〕
以
卜
に
な
り
ま
す
，

ニ
ん
な
に
お
年
布
り
が
病
院
に
行
く

の
は
体
が
弱
く
て
的
%
が
む
だ
と
い
・
7

m山
か
ら
だ
け
で
し
ょ
・
7
か
ハ
’U
九
ろ

ん
そ
れ
も
あ
り
ま
す
が
、

u刷
、
似
た

十
り
が
あ
ま
り
お
年
必
イ
り
の
－
」
と
を
YJえ

て
あ
げ
て
い
な
い
、
と
い
・
7
こ
と
も
ひ

と
つ
の
似
凶
と
な
勺
て
い
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か

〈
お
年
寄
り
の
健
康
と
幸
せ
を
考
え

て
あ
げ
ま
し
ょ
う
〉

お
年
寄
リ
は
体
力
が
従
え
て
い
る
上

に
狐
独
に
な
リ
が
%
で
す
。
お
年
得
り

に
い
ち
ば
ん
必
要
な
の
は
、
問
問
の
も

の
が
、
お
年
寄
リ
の
健
康
状
態
を
正
し

く
知
っ
た
卜
で
、
そ
の
日
焦
点
に
あ

た
た
か
く
丸
を
配
っ
て
い
く
・
－
と
な
の

で
す
‘
保
険
証
を
波
す
だ
け
で
は
ダ
メ

て
す
ゅ
み
ん
な
で
お
年
寄
リ
に
介
勺
た

仕
や
や
本
仕
出
動
を
し
て
も
ら
ゥ
た
リ
、

特
い
運
動
や
経
味
を
通
ヒ
て
、
お
年
叱
川

リ
の
生
き
が
い
の
あ
る
中
市
を
浴
れ
る

よ
う
に
配
雌
し
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
ν

O
あ
た
た
か
川
家
族
に
守
ら
れ

老
後
の
安
心

岡
崎
勇
さ
ん

金
メ
ダ
ル

ー
第
口
回
全
国
身
体

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

l

よ
る
山
川
何
日
目

・
お
日
の
向
日
、川ほ

れ
県
大
山
山
の
引
f
山
総
ヘ
H

辺
助
公
川

陪
上
院
校
州
場
ネ
マ
一
1
会
場
と
し
て
聞
か
れ

た
叫
が
げ
川
矢
吋
身
志
hm
k
けい
れ
ス
ボ
｜
ソ

；：
1

4

1

・

1
l’

l

大
会
に
、
山
山
川町
選
千
問
の
一
μと
し

て
参
加
さ
れ
た
刺
日
間
荒
川
、
倒
的
労

氏
（
臼
歳
）は
、
水
泳
男
子
お
い川．中ア・出ぎ

で
お
紗
6
の
成
績
で
優
勝
さ
れ
ま
し
れJ
Z

今
年
は
国
際
障
存
者
年
で
も
あ
り
、

世
界
日
ヵ
問
の
代
表
’
u参
加
し
て
行
わ

れ
た
大
会
て
の
後
勝
だ
け
に
大
変
立
義

の
あ
る
も
の
で
す
。

朝
日
町
青
年
祭

制
日
町
連
人
H

背
年
団
で
は
、

朝
日
町

に
hHむ
勤
労
計
年
が
相
集
い
、
健
康
で

文
化
的
な
佐
川
ふ
桑
き
、
新
し
い
勤
労

立
欲
ル
九
州
め
郷
上
挫
設
に
火
川
凡
ふ
’
る
と

共
に
山
年
同
U
H
が
相
似
の
友
針
と
税
時

を
派
め
る
た
め
、

制
U
刷
れ川年・併
が
行

わ
れ
ま
す
匂

交通事畝のご相談は
お気軽にどうぞ
無料でご相談に応じております

’.... " ,. , ．．．‘・‘・．，・・・ーー．．．ー・・－

' 
’‘ 
' 

内

3
「

D
F
O

H
凶引
の
背
年
間
の
泊
動
を
m
M
mさ
れ

町
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
米
場
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

〈〉

と
。
と
こ
ろ

(4) 

き

昭
相
回
年
日
月
初
日
｛土）

午
後
7
時
初
分
1
午・後

ω叫

附
和
何
年
日
月
m
H
｛
H
｝

じふ川
H

白
3
t寸
t
’・ト
s
o
r
t
4
・L寸

f
il
l
H

f
f

d
H
 

1
1

「
；
i

、：
：

初
日
町
町
げ
一汀
イ
ザ
似

。
プ
ロ
グ
ラ
ム立
は
発
表

芸
能
文
化

（郷
土
芸
能

・
舞
踊
・
泌

劇
・

音
楽

・
生
活
文
化

・

美
術
）

〈〉
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

（校
ド
利
介
）

。
活
動
発
表

E主でま。

O弁誕士相談日 ：第2・第4料提午後18寺～

40奇

ご
米
坊
の
ト刀
は
、
・1
u
i
J

H
v
b
u
q十
1
4ア

：時ri
; ~、な

．まれ
・す

午前9時半～午後4簡単（平日）

工躍巴は正午まで

。曹門の相談員ガ親曽に怠ってご相談にIRじ

日本損害保険協会

富山自動車保険請求相談センター
市山di佐橋j岳I18 fU，け：命ピル6附

山山，~.句作’1q奇 1i庁内

宮07(i..J:12 2294 ( 1(i:i必） 07!i-1 :3 2・ 1982 
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＠
資
格
（
5
年
以
上
の
無
事
敏
・

4

年
以
上
の
無
違
反
）
を
早
く
取
得
し
よ

う
＠
0
ド
ラ
イ
バ
ー
の
品
川
さ
ん
、
次
の
こ
と

を
よ
く
北
ん
で
誤
リ
の
な
い
よ
・7
に

し
て
く
だ
さ
い

l

制
位
の
内
存

O
免
時
川
の
行
政
処
分
が
大
川
に
軒
滅

さ
れ
ま
す
，

ア、

l
午
取
消
処
分
が
り
ル
刷
日
に

イ、

W
－
化
処
・
分
の
州
場
ヘ
H

辻
、
そ
の
処

分
日
数
か
・り
初
日
ル
政
仁
幸
子

ウ
、
初
日
の
川
町
汁
．処
分
は
、
処
・ωH
惜
別

，？
と
な
り
幸
手
す
4

2
、
制
度
今
コ
党
け
る
こ
と
が
で
き
る
者

O
次
の
安
件
が
必
要
で
す
一ν

ア
、
県
内
に
休
一
附
地
ネ
有
し
て
い
る

μ
h
H
 

イ
、
泊
L
4年
以
上
の
也
…
進
一
以
1
5

年
以
上
し
の
い
皿
…
令
他
者

ウ
、
狩
－U門小判
此
及
び
地
区
安
令
商
会

民
の
行
・1
無
事
政
表
彰
会
受
け

た
者

3
、
制
度
の
手
続

O
優
遇
附
置
や
受
け
る
州
場
介
、

5
年

以
卜
の
無
事
政
表
彰
状
に
、
4
年

以
上
・の
無
違
反
証
明
代
川
を
添
え
て
、

提
出
し
て
ド
さ
い
ν

な
お
、
こ
の

制
度
は
，
H
U巾
行
制
で
す
か
・
り
、

日
月
1
日
か
ら
優
良
運
転
者

優
遇
制
度
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す

ひ ……・ • li¥ 3 I 5健さ… あ報 一・・・広

ぷ
出
す
る
卜
り
は
’H
－U
H
で
巾
し
山
て

く
と
さ
い

4

社
川
れ
’
川
切
糸

s
l

il
－
 

ア
、
地
以
安
全
刷
会
の
表
幹
状
を
紛

火
し
た
州
場
介
は
、
安
全
協
会
下

務
川
へ
申
し
出
れ
ば
、
両
党
行

し
ま
す
切

イ、

慨…泌一比
一
札
川
品川
は
、
市
山
市
内

川
の
辺
転
免
止
法
内
，
H
動
市
安

全
巡
転
セ
・／
タ

i
で
党
’
付
し
て

お
り
主
す

omし
い
こ
と
は
．
地

K
安
令
山
川

会
の
ん
、
え
は
則
市東
交
通
ト
安
全

協
会
（
宮
0
7
6
5t
花
H
5
2

6
0
）
へ
お
間
合
わ
せ
く
だ
き

・tv

第
川
田
富
山
県

交
通
安
全
県
民
大
会

県
民
総
ぐ
る
み
で
交
通
心
健
全
両
め

る
と
と
も
に
交
泌
が
故
防
止
を
は
か
る

こ
と
を

H
的
に
、
筑
間
凶
山
山
川
県
交
通

安
全
川
町
民
大
会
が
叩
H
け
お
臼
山
山
県
教

行
文
化
ん
伝
で
間
似
さ
れ
、
次
の
打
々

がド代以
W
さ
れ
ま
し
れ
J3

富

山

県
警

察

本

部

長

t

富
山
県
交
通
安
全
情
会
長
！

悩・

μ逆
転
打
と
し
て

中

川

動
…
｛
・
中
町
｝

畑

山

辺

－－十
仰
－

地

K
協
会
功
労
役
例
制
い
M
L
c
J
、

山
崎
消
防

－山
川
川
新
｝

全
日
本
交
通
安
令
信
会

栄
誉
賞
緑
十
字
銅
寧
（伝
達
）

時

以

完

｛市
保
－

以
卜
の
打
々
が
受
吹
き
れ
ま
し
た

新
着
図
書
案
内

ー
朝
日
町
立
中
央
図
・
館
｜

（
一
般
図
書
）

川町

f
か
の

軒

以

作

彬

姥
ぎ
か
リ

川
辺

mJY

M
本
に
化
の
物

品

近

藤

山

校

五
μ鰍
ヒ
ト
科
動
物
図
鑑
’
川
町
郎

f

氷

の

女

恭

介

忠

f

お
あ
ね
え
さ
ん

花

政

代

そ
れ
で
も
制
は
く
る
上
ド

成

村

社

内
ハ川ト
A
．十
円
叫
ト
三

池
波
正
太
郎

片

的

犯

科

帳

凶

民

間

ぶ

本

駿

介

仙

川

市

柿

他

地

f

制
的
叫
川
市
市
ド
政

判

山

山

泊

三
郎

や
が
て
筒
が
鳴
り
、
民
ら
の
山
存
は
終

わ
る

三
問
一誠
広

い
つ
か
黄
昏
の
耐
で
武
田
浮
一
郎

ぱ
く
の
法

螺

財

ホ

和

犬

ケ
イ
テ
ィ
殺
人
事
件

マ
イ
ケ
ル
に
ギ
ル
パ
ー
ト

幻
附
紀
へ
生
き
る
条
件

C
－
H
・
ウ
ゴ
デ
ィ
ン
ト
ン

’
川
石
川
ス
キ
｜
ぬ
ゲ
レ
ン
デ
本
内

克
業
之
日
本
村

ニ
ん
な
．
怯
者
に
か
か
る
と
危
な
い

’p
l
；
：
b
 

lfujx九・凶

k

川市
桃
－
一
す
え

山
同
校
長
f

み
付
誠

一

郎
た
史
郎

怖

m
M池

旅
h
d
．E
・1

伽
山
総
の
行

内
学
の・
燥

地
ド
銀
行

神
々
の
流
獄

（児
童
図
書
）

小山
つ
り
入
門
、
き
み
は
つ
リ
名
人
、

チ
ケ
γ

ト
入
門
、
切
子
以
県
と
楽
し
人

打
人
門
、
ミ
ツ
キ
ー
の
つ
ん
て
ん
し
ゅ

ー
ノ
キ
ー
の
お
う
む
を
き
か
し
て
、
北

ア
ル
プ
ス
、
や
勺
九
ゃ
ん
の
人
中
式
、

花
川
〈
ふ
・
7
あ
そ
び
、
で
ん
φ

り
あ
そ
び
、

F
勺
く
り
あ
そ
ひ
、
・
ト
作
あ
そ
び
、
人

形
劇
と
か
げ
松
刷
、
み
ん
な
の
学
校
側
、

M
A
〉〉〉、〈
J
J
．
、
〉
〉
3
3
t〈九、，
J

r
〉、，！

…

（寄
贈
図
・
）

一

山
西

附

消

氏

佐

町

ん

V

l

i

d

－

－

a
h
 

～
原
色
臼
K
干
の
美
術
、
全
却
を

一

日

（

何
万
川
州
中
J

－
h

，f
，r
．，e
、，，、，，、
J

、，、，
g

、，‘、，，、，，、，、
r
、〆、，
a

、，，、
，E、，、、
、、，、
B
F

‘，t
、，・

読
書
を
ひ
と
り
で
来
し
む
の

L
よ
い

の
で
す
が
、
川
じ
本
ふ
民
叫
ん
へ
H

勺
て
山崎佐

川忠
な
ど
ぷ
し
／h
H

勺
て
み
る
の
は
い
か
か

で
し
ょ
・ソ
カ

凶
古
館
で
は
、

M
m人
を
付
象
に
し
た

読
書
会
を
計
．曲
し
て
い
ま
す
。
ご
希
叫
k

が
あ
り
ま
し
た
ら
図
書
館
ま
で
。

（宮

3
1
0
5
7
4｝

ま

曾
円
山
凶

lν
バ
、
『
，
〈

h
’R
M

窓

Y
わ
の
ト
ソ
ト
ち
ゃ
ん

同iU' 
ffa n 
r I 

人
川
じ
り
悦
・
本
翁
が
州
午

小
さ
な
此
M
m
人

2

・1
8
d
u
f

’J

a－
－t
h

‘
H
Y
 

K
H
行
用
必

．brHog
・Jトえ
－
2
e
b
f
 

森
村
誠

一

花
の

μ

凶
学
の
巣

エ

一
t
税
務
課
だ
よ
り

情
を
週
税
る
・「加

「税
を
知
る
週
間
L

悦
会
身
近
な
も
の
と
し
て
F
Jえ
、
加
悦

会

議
や
役
川
を
正
し
く
必
滋
し
、
悦

務
行
政
へ
の
別
解
と
い
似
を
深
灼
て
い

た
だ
く
た
め
、
国
税
庁
で
は
、

こ
の
社
会

あ
な
た
の
税
か
生
き
て
い
る

を
テ
ー
マ
に
．

u川
口
日

（水
）
か
ら

げ

H
｛火
｝
を

「悦
を
知
ゐ
週
間
」
と

し
て
、
税
法
説
明
会
、
山
内
談
会
を
は
じ

η
身
近
な
悦
に
附
す
る
ハ
シ
フ
レ

ッ

ト
を
配
布
し
、
令
図
的
に
幅
広
い
行
が

ふ
会
け
い
＃
＋
す
。

。

今
月
の
税
金

間
凶

ohha貝
怠
底
割
悦

国
民
健
康
保
険
税

北
小一
副
刊
仙
地
特
鍾
釧
悦

全 33 
期期期

(5) 
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統一標語

毎日ガ防火デーです
ぼくの家

秋
の
全
国火
災
予
防
運
動

報…・……ーあ…広

日
月
何
日
（木
）
か
ら
ロ
月
2
日
（水
）

。
15 I P欠
紗 ｜鳴

らJ 弘
秒間

6 .. 
秒再

15 I 
紗 i

朝
日
町
消
防
団
員
表
彰

よ
る
日
月
l
H刺
日
町
消
防
同
の
秋

今
日
削
仰
が
災
地
さ
れ
、
業
務
訓
練
の
あ

と
長
年
消
防
業
務
に
功
績
の
あ
勺
た
後

良
川
防
川

H
と
消
防
協
力
行
に
付
す
る

ん
M
W
が
行
わ
れ
ま
し
た

－
富
山
県
知
事
表
彰

凱
1
分
間

m
u
k

凱
2
分

間

同

H

市議
およ似--w 

第
3
分
団

第

3
分
団

第

4
分
団

第第
6 5 .. 
分分 ”
団団

－
消
防
団
長
表
彰

第
1
分

団

団

員

第
2
分

団

団

H

第
3
分

団

団

u

第
4
分

凶

団

u

第
5
分

間

団

H

第
6
分
間

同

日以
班団団団団成
長員員員員長

佃

続
山
崎

三
郎

入
江

久

浜

川

勝

規

九
野
木
幸
雄

加

藤

雄

右

位
け
口
有
削
除

大
久
保
光
政

消

水

笑

M

作
H
小
山
文
夫

人
一仏

消

水
川
普
成

－
町
長
永
年
勤
続
退
団
者
感
謝
状

元
第
1
分

団

班

長

俗

口

一

見

広

域
別

4
分
団
刷
分
間
公
館
間
十
喜
男

厄
第
4
分
川

m
u
nMm
栄

応
部
4
分

間

同

H
M

以
来

似

合瓜
第
5
分

同

部

長

八

木

繁

広
第
6
分

凶

庇

公

土

木

上

値

－
消
防
協
力
者
表
彰

市

保

丙

同

州

f

償
道

山口
川
附
遣
い

尻
川

大

橋

郎

f

郵
便
局
だ
よ
り

－
U
年
期
、
年
賀
は
が
き
に
つ
い
て
の

お
願
い

昭
和
幻
年
周
年
目
は
が
き
は
日
月
5

H
に
発
売
さ
れ
ま
し
た
が
、

年
山
川
状
の

受
付
け
は
ロ
月
日
日
か
ら
で
す
。

元
旦
に
先
方
に
届
け
る
た
め
ロ
日

－

U
日
の
土
曜
・
日
曜
に
年
賀
状
多
善
い

て
早
自
に
お
出
し
く
だ
さ
い
。純一

v

本
年
の
実
施
市
山
…
u椋
は

川
身
体
．
十
日
山
者
3
4
i叩
心
と
し
た
焼

化
防
止
日
米
の
敬
M
叫

ω家
財
叫
に
お
け
る
防
火
日
以
の
推
進

ω防
火
対
象
物
に
か
か
る
表
・
r
小
、
公
表

制
度
の
汗
及
倣
・
ぽ

川
ガ
ス
漏
れ
火
災
発
令
防
止
対
策
の
推

作肌－m防
火
モ
デ
ル
地

K
七
た
の
椴
准

0 わ ン
PX l・~ t,・ 
H叫ぶ吠 f>
P.'iで u.r:iJUI 
lnlくし llll
だま ’l’

2午さす
[ul riii L、の J大
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時火食：
午災官（i
後と で
9 まサ
時ちイ
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－
郵
便
物
の
あ
て
名
は

正
し
く
、
は
っ
き
り
と
／

ニ
れ
か
ら
年
末
に
か
け
て
榔
便
物
が

多
く
な
る
ん
「
節
で
す
内
山
野
偵
を
正
雄
、

安
令
に
刷
け
る
た
め
に

ム
釦
便
物
の
あ
て
名
は
訴
し
く
丁
目
、

番
地
、

o
ouと
川
符
ま
で
ハ
ヴ
キ
リ

と
記
載
し
て
く
だ
さ
い
＠

A

凸
転
肘
M
仰
は
必
ず
釦
便
局
に
も
・
．

転
肘
附
け
に
よ
り

一
年
間
山
住
所
あ

て
の
蜘
便
物
を
新
住
川
へ
転
送
し
ま
す
”

則
紙
は
郵
似
い
仰
の
窓
口
の
は
か
町
役

場
に

L
備
え
で
あ
り
ま
す

ム
小
包
の
包
装
は
し
ゥ
か
り
と

小
包
を
送
る
と
き
は
内
（
作
品
に
応
じ

て
ダ
ン
ボ
ー
ル
、
ひ
む
な
ど
を
使
ヮ
て

し
ゥ
か
り
と
包
装
す
る
よ
・
7
お
．酬
い
し

ま
す
e年

末
資
金
の
申
込
は

お
早
目
に

国
民
金
融
公
庫
富
山
支
店

年
末
資
金
を
必
要
と
す
る
時
則
に
な

り
ま
し
た
中
小
余
業
計
の
符
様
に
は

高
口
聞
の
仕
入
れ
、
買
働
金
や
手
形
の
決

済
、
ボ
ー
ナ
ス
の
支
払
い
な
ど
の
資
金

の
ご
準
備
は
お
済
み
で
し
ょ
う
か
。

当
金
庫
で
は
、
年
末
に
備
え
て
十
分

な
資
金
を
用
意
し
、
ご
利
用
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

(6) 

暮
れ
も
畑
作
し
せ
ま
っ
て
か
ら
わね

申
込
に
な
る
と
、
年
内
に
ご
融
資

が
ま
に
あ
わ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま

す
の
で
、
お
い
め
に
巾
込
さ
れ
る

一

…
こ
と
を
お
す
す
め
し
手

。

…

N

〈
｝
｛
5
1｛
3
1
1
1〉
t
j
t〈
i
tん

巾
込
み
は
、
刺
日
町
品
川
仁
会
で
も
取

級
い
し
て
い
ま
す
。

ご
融
資
の
内
容i
f側
H
川
以
内

（特
定

北
備
に
つ
い
て
は

2
f
m

M
川
以
内
｝

貸
付
期
間

誕
転
資
金
5
年
以
内
、

川
ぷ
備
資
全

7
年
以
内

｛と
く
に
必
．愛
な
州
場
へH

H

ほ
び
特
定
設
備
に
つ
い

て
は
川
年
以
内
｝

h
z
u
H
V

・1
qJ
’フ

d
温

孟

平

均
叶
。
ι
AV
ハ

保
証
人

l
名
以
上

担

保

必

．棋
に
応
仁
て
従
供
し
て

い
た
ど
く
－
－と
が
あ
り
ま

す
ψ

こ
の
は
か
に
抗
的
や
資
金
の
仰
い
ん

ら
等
に
応
じ
た
融
資
制
度
が
あ
り
ま
す

却
し
い
ニ
L
』は、
A
Yパ
卜
え
山
川
窓
U

｛刷

出
州
係
』
宮

0
7
6
4
1
汎
HH
1
1
9
l

に
お
気
軒
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
む
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お
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〈
や
ゐ

（昭
和
田
年
同
月
日
H
攻

ι

お
す
ニ
や
か
に

ん

川

崎

川

内

凶

山

・K
川
内
大
川
川

向

的

竹

谷

進

一一

fk

m

上
償
出
総
湾
問
門
犬
伝
広

さ
や
か

小
二一
浦

町

山

上今
月
ペ
トK

て
K

M州

本

町

氷

川

丸

山

一制

K
別

大

別

－K

町

亦

川

正

義

・』ル
仏
聡
，
十

両

町

魚

川

達

点

ゆ
．k
k
A
H織

松

一

流

町

大

村

茂

三
剛
力
戊
上
手

泊

保

川

久

保

拓

也

二

女

兵

弓

ご案内

政相 談

第 l、 3火曜日

午前10時～午後3時

朝日町福祉センター

川上嘉一（宮 3-0050) 

相談ごと

ム行

日時

場 所

相践貝

打

十

野

次ハ
．． 

以
附
H
R

川
ド
ル
目
的
問
中
級
義

二
%

弘
花

山

崎

新

水

N
q
明
犬

。い

女

作

f

殿

町

沿

い

敏

リ
市
長
男

光

次

柳

間

以

日

作
治

二
男
敦
士

一ト
山
新
山
本
日
奇
心

・K
女
め
ぐ
ん

’川

川

新

湾

問

行

出

駅

長

男

康

彦

内

問

前

閉

山

崎

長

男

大

輔

的
一
心盆

お
し
あ
わ
せ
に

法

O
京

市

肝

本

町

O
荒

川

l

荒

川

l

O
荒

川

4

、、句’
h

・
γ
E
J

ノ
」
e

m問

。
日

付

山
山

j事松細水 l珂il!i;j(水

月

ム人権法律 ・登記相談
日時・lIJl17U（火1

午後 l時～午後4時

拶！日町悩祉センタ一

人情機縫~u

卜.f封河野ニ（宮 2-0127) 

イピrn鮪丹（宮 2-2164) 
倍野三郎（ft2 -1034) 

魚津法務局職員

場 所

相賊u

対－出 野 i：.~ 仏 見 j；』

哲械 L民

回

泉

和

之
弦
志
美

敏

明
桂

子

ム心配ごと相談

時 11f j自火脳日
午前10時～午後3時

制n町悩M：センター
（宮 3-0576) 

。。。
山般市 Ill.((1.竹

崎市 の

i：町子I'占盛山内

お
く
や
み

(-I多

ド

wm
M

温

泉

町

．，、

i
・
’r

J
珂

2
・
，
柵
』

」p

，、

，E
，

ド
れ
い

町

田

竹

の

内

下 JiJ・ F 1J1 

Ill Ill崎

署f級紙 也

Fifr 

日

k揚

予 水鍋 ！貨安.＋： , , , 

事j’i::,111 j主i事 111

州

一

い

M
紀
・
l

}Jll {,; 

f ¥ r ;r; 

以

f『
州
叩

－

村

ふ

－m』

日
リ

い

川

刊

、
q
J

品
凪
町

t
NH

，．KO

鍛

治

的

、

－
m
－

小

山

よ

し
｛叫

ん人作
代
日

夕

ク

’
刊
）

能

滞

く

き

｛
似
）

鍋
谷
川
問
ト
比
ェ
門
｛
別
）

大

計

九

た

（
凶∞
）

．千両占盛
場所

②臼時

つ lliJみ 時
場所

‘t ( 

－E
の
献
血
・

A交通事故巡回相談
①日時第 1・3JIH*.LI

午前10時～午後3時
.1.l.1, ~ISrli 中央公民館

~ l・3水曜日
午前10時～午後3時

以魚川総合斤合内

魚j京地方以民相談室

協

力

者

名
1
9月
実
施
分
｜

境
地
区

水
川
市
佐
川

f
、

宮
崎
地
区

水
川
消
じ
、
水
川
忠
、

水

山川
グ
ト
ベ
ル
れ
川
伶
，
l
、
b
小
川
美
代

f
、

笹
川
地
区

小
林
維
筒
、
折
口
任
攻
、

泊
一
区

砧－
M
W忠、
験
時
制
附
、
近

一日札
沖
，
十
．
一
川
成
．ル
也
．
校
本
い
也
、

泊
二
区

刷
似
附
目
、
本
い
川英
似

f
・

品
川
川
市
工

、
．ト
汗
作
鋭
、
肝
日
利
忠

f
、
制
問
節

f
、
上
川
m川
英
、
じ
寸
附

・
以
、
ト
し
件
降
山
火
、
稲
伶
府
政
次
．
．
 r川

和
丸
、

ぃ
品
川
政

一
．
氷
川
丸
山
肌
樹
、

泊
三
区

新
保
ひ
と
ん
、
件

1．作
子
、

小
作
テ
ル
f
、
上
除
問
、
附
川
沼
、

大
千
勝
夫
、
阪
市
以
尚
U
吋

f
、
岡
山川
山明

t
J、
h
y
a
川品川
T

，f
、
．bruH川j
t
u
d
リ、

舟川－
u’

t
i
d

－

－
I
g
－

－

 

広
ト
必
、
荒
仲
町
健
二
、
水
野
浩
二
、
同

岡
彩

五
箇
庄
地
区

浜
川
治
、
出
牙
盟
初
、

幸
田
幸
絵
、
旋
回
祐

f
、
金
井
上
川
皆
、

問
中
仰
ぺ川
、
市
茂
必
段
、
山
本
盟
美
、

大
山れ
明
美
、
山
牙
尚
美
、
西
村
美
好
、

山
山
英
和
「
、
－
K・い
川
泊
代
、
．h
波
昨

’ム
、

南
保
地
区

ト
人
税

F
鶴
、
谷
U
繁

一
、

松竹
け
小
伐

f
、
訂
版
苧
之
、
以
北
牒
仰

犬
山
崎
地
区

上
村
立
夫
、
仙
名
み
よ
、

安
述
正
附
、
蓬
沢
進
、

愛
場
札
制

f
、

山
本
筋
文
、

k
H
軒
氏
佐
江
、
大
作
勝

ぷ．

大
へ
幻
附
，
l
‘

大
家
庄
地
区
以
U
仁
心
．
肱
川
和

f
・

山
川
仰
．
威
川
辺礼リ、

川除
外
U

町長、

．・4
・1

、
i
E
、’・
e

・1
．、、
f
，
、ー、

．I
トト
’

J
L
P
H
H
J
叶，J
E
／
s

，’
s
q
J
H
，t
’ノ
I

J

e

t

’

山
範
、
山
川
川
什
入
、
辺
ド
山
芯
、
怖

川
勝
、

（門
u
h

－

巡
回
無
料
法
律
相
談

一
般
的
な
法
仲
間
係
に
つ

い
て
‘い
附…

料
て
介
A
ト
h

か
利
減
に
応
し
ま
す

日
川
口
H
a火
v

．ト’
t弘
s
a
b
f叫
M

・J
7
1
1
4
’む
f

’
’l
u

”川
J

’’J

・u
”

と
こ
ろ

川刊
日
町
川
社
セ
シ
タ
｜

担
当
弁
腫
士

辺
桜

丸

－h

と

き

朝
日
町
善
意
銀
行

社
会
制
祉
の
た
め
に
と
、
次
の
打
々

か
ら
汗
芯
の
削
川
北
ト
か
あ
リ
ま
し
た

前
川
H
山
総
さ
ん
よ
リ
1
0

0
0
0
川
を
身
体
附
山
札
い
い
れ
協
会
へ
指

定
火
川付

マ
川
川
水
町

ωけ

山
ιぶ
く
ん
よ
り
l
、

0
0
0ー

マ
山
崎
凶
行
川
り
の
会
よ
リ上
K
M仰
山
…

7
、
｜
h
ι
ι
Jhえ

ej
ut
－‘

t
j
．tU
6・1川

F
L

’l
t
r
h
E
4
1
h／
，
b

｝
d
l

J
1
智
an
u
d

，s

門

V

山
川
崎

(7) 
3
5
7
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凶
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マ
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フ
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M
m
人
ス
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｜
ツ
大
会
が、

き
る

叩
け
M
M
『日
三
川
波
山
体
行
航
に
心

い
て
間
前
さ
れ
ま
し
た

今
大
会
ば
、

日川
H

N

に
ヒ

l
チ
ハ
レ
ー

ポ
l
ル
を
逝
ひ
以
内
か
・
り
相
チ

l
ム
捌

れ
の
次
予
か
出
ま
り
飢
…
d

引
か
く
り
ひ
・今

f

B
L
・－K
川時、

H
リ

l
l
ぃ
、：
I
J｝

！
．8
j
e
f
t
H
aq
h
vト
i

m

J
J
．－川
けH
H
グ

ニ
チ
l
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が
そ
ろ
ゥ
て
俊
勝
し
ま
し
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ぃ
日
川
松
夫
休
f

品
川
札
「
山
件
と
み

f

広
川
み
さ
れ
前
川
ぬ
い

①
引
品
川
崎
以
．
十

（
C
ゾ
ー
ン
｝

本
決
勝
卜
祈
川
C
2
1
0
砺
波
山

副
司

H
町

決

勝

．卜
新
川

C
21
1
．内
砺
泌

幽
町

H
町

※
山
州
場
メ
ン
バ
ー

凶
作
．h
へH
f

似
川
み
ど
リ

一供
出
川
口
削
久
江

山
行
谷
‘．、
ャ

f

M
谷

悦

f

．zkb
ド

aTzrr

i
－－
4
1
 

重~
朝
日
町
か
ら

一
監
督

ニ
選
手
出
場

川回
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八
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五
九
比
H
U
湖
川
体
－

に
州
日
州
か
ら
航
行
l
れ
、
出
F
2
u
h

が
参
加
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
同
日
で
前
山
附

さ
れ
ま
し
た

参
加
さ
れ
た
む
々
は
次
の
と
お
リ
で

す
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G片山
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ソ
ウ
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ポ
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か
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ク
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第
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町
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バ
レ
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ボ
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大
会
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は
月
6
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午
前
8
時
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付
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l
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’
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H
H
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制
H
町
民
総
ヘ
H
体
行
航

日

4』
:I>; 

場

朝
H
町
体
育
指
導
委
員
協
議
会

県
教
育
委
員
会
表
彰
受
賞

さ
る
．

H
川

2
u時
げ
4
附
ホ
ー
ル

に
わU
い
て
尚
山
県
の
教
行
・
文
化

・
体

行
専
の
向
上
に
・U
H
献
し
県
民
の
叫
日
開
と

な
勺
た
教
打
功
労
い
れ
・
川
体
に
ト
れ
れ
か

ん
リ
．
俺
・日
以
体
行
ス
ホ

l
ツ
機
関
と
し

て
刺
H
町
体
行
指
略
委

H
協
議
会
が
川

れ
の
ぶ
れ
れ
を
44%け
ま
し
た

当
協
議
会

（会
長

・
氷
日
比
徳
太
郎
）

は
‘
町
民
の
ス
ホ

l
ツ
と
し
て
ビ

l
チ

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
F
J案
し
、
成
川
本
を
あ

げ
る
と
と
も
に
、
広
く
以
内
外
に
d
u
作

法
．
微
近
し
た
山
川
紛
が
い
け
川
く
山
川
仙
附
さ
れ

た
も
の
で
す

南
保
体
協
A
チ
！
ム

q
u
R
X
O
 

一連
勝

(8) 

－
A
 
，‘
 

第

4
固
町
民
駅
伝
マ
ラ
ソ
ン
大
会
は

日
月
l
H
、
的
病
院
前
を
ス
タ
ー
ト
、

ゴ
l
ル
の
町
民
総
へ
H

体
打
館
ま
で

6
K

附
打
切
に
削
H
k
nチ
！
ム
が
参
加
し
て

閉
山
批
判
ご
れ
ま
し
だ

ト八
九
五
は
ス
タ
ー
ト
か
ら
激
し
い
レ
ー

ス
か
M
民
間
さ
れ
、

地
以
一
刈
い
机
の
川
て
山

保
体
協
八
チ
ー
ム
ι日
開
分
U
紗
の
大
会

新
川
似
て
辿
紋
似
阿
川
刊
を
か
ざ
り
ま
し
た

な
れ
．
ク
ラ
ブ
付
抗
列

f
の
却
は
山

内
校
ハ
レ

l
郎、

k
fの
部
は
小
川
小

ハ
レ

l
部
が
と
も
に
初
催
勝
ら
成
紙
は

次
の
と
か
り
も

〔成
制
）

O
地
区
付
抗
の
部

①
耐
保
体
協
八

＠

札
向
山
体
協

＠

山
崎
体
協
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、
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ソ
ア
V

R
d
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｜
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＠
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＠
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①
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＠
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③
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刊月の

健康

貧
血
と
は

さ

私
た
ち
の
体
の
中
多
同流
れ
て
い
る
胤

液
巾
，
に
あ
る
み
血
球
が
減
っ
た
り
、
そ

の
中
に
あ
る
血
仏
葉

（
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
）

の
量
が
正
常
よ
り
少
な
い
状
態
を
い
い

ま
す
。
い
わ
ば
、

「血
が
簿
く
な
っ
た
」
状

態
で
す
。

赤
血
球
や
血
仏
棄
は
、

般
素
や
栄
養

素
ふ
体
の
す
み
ず
み
ま
で
運
ぶ
役
目
を

し
て
い
辛
子
の
で
、
減
っ
て
く
る
と
、

報 …………あ…広

そ
の
役
目
ル
ヱ
’
分
に
は
た
す
・
－
と
が
で

き
な
く
な
り
、
健
康
上
い
ろ
い
ろ
の
障

害
が
で
て
き
ま
す
。

ま
た
、
赤
血
球
や
血
色
素
は
、
た
ん

白
杭
や
鉄
分
な
ど
で
作
ら
れ
て
い
ま
す

の
で
、
肱
世
し
て
わ
り
さ
±
手
e

と
．忠
M
m
m

を
く
り
返
し
て
、
社
血
状
態
は
、
い

ゥ

こ
う
に
は
持
さ
れ
な
く
な
り
主
す
。

ニ
ん
な
症
状
に
思
い
あ
た

る
・
－
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か

代山肌
の
杭
状
に
は
、
灼
ま
い
、
動
作
．

州問色
一千
代
叫
労
感
、
予
見
の
冷
え
、

不
服
な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、
代
胤
の
れ

皮
が
上
ほ
ど
ひ
ど
い
む
を
除
い
亡
は
あ

ま
り
あ
リ
ま
せ
ん
。

封
印
は
枚
出
し
て
い
ま
す
と
、
心
臓

が
判
勺
た
り
、
体
の
祇
抗
力
が
お
わ
て

州

%
に
か
か
リ
や
す
く
な
勺
た
り
し
ま

す

診
断
を
受
け
ま
し
ょ
う

代
血
の
係
凶
は
、
鉄
分
の
不
足

（食

が
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
・
出
血
｝
や
感
性

抗
血
・
ぶ
血
球
の
凶
想
的
な
域

れ
か
た
、
病
気
な
ど
い
ろ
い

ろ
あ
り
ま
す
。

原
凶
を
は
勺
き
り
さ
せ

医
師
の
指
心
会
出
川
，
A

け
ま
し
ょ

画血の~’
IU¥"I二

主瑚お・換を
量日且l..Jう

ど7
貧血は金欠と似ています。

規則正しい密日で健康を貯えましよう。

男
性
も
”
が
以
上
が
貧
血

日

i
日
年
の
循
環
器
検
診

『
杭
血
は
女
性
に
多
い
特
有
の
杭
状
」

と

一
位
的
に
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
判

H
町
が
昭
和
臼
年
広
か
ら
循
照
時
検
必

で
実
施
し
て
い
る
伐
血
検
代
で
は
、
過

よ
4
年
と
も
、
男
性
の
社
血
が
女
性
と

川
じ
く
ら
い
の
川
へ
け
で
見
ら
れ
ま
す

（
剛
力
性
の
抗
血
検
診
を
実
施
し
て
い
る

市
町
村
は
他
に
あ
リ
ま
せ
ん
の
で
比
較

は
で
き
ま
せ
ん
が
、
一
般
に
は
努
性
の
代

血
は
3
Nh
く
ん
い
と
宮
わ
札
て
い
辛
子
。｝

貧血は食事で改善しましょう
バランスのとれた食事で栄養を高めましょう．グ

0良質のたんぱく 質、ピタミ ン、ミネラルを 31支の食事で…
O鉄分を多〈含んだ食品令…
0朝、畳、夕食と栄養をできるだけ均等に…
。新鮮な野菜 ・果物・特に緑黄色野菜をふんだんに…

0 1日3回正しく 食事をし腹8分目にー・
0薬より食事を 1食 1食大切に

〈献立のヒント〉 豚肉の酢みそあえ

性別にみた貧血者の割合

.，句.'ll:l1＇，償三子.＂＂司t'L

主
。・r. 

Sf＞可1i

f~ 

。。

20 

10 

100g 

M例
大さじ1.5

II 2 

大さじ1

3 

(9) 

~り方
1 .隊問Id.一口穴に切り、 勇名通量でサ

ツとゆでてさましておく。
2.長ねぎ、春錆Id;ゆでて冷71<に乙
り71<けを切って、 3αnの長さに切
η湾芭れ

3.もやしはひげをとっ、 ワ‘ソとゆ
でる。にんじんICl;~9聞に切りl盆少
々ふりしんはりし疋う水洗いして

氷ぎりをしておきさ聖句。

4.舗にみそを取り、閥、酒を入n
てCfJ火にかけ、よく：8けてドロッ
としてきだら、砂精ぞ入れて焦ガ

さぬように織り主げ、 売ささ ~ -3' を
入れる。この申に僚を入れドロリ

r F宅伊てよく混t!合杓t!Mみそぞ
作りさま?:1。
5.豚肉、 長ねぎ、軍事賞品、もやし、
tこんじんを一緒lこ内みそであえ、
骨量に天盛りIこしさ臣官九

4人前一ーーー材料

g
本

来

g

g

山川

’i
／

E
n
u
n
v

m

ω

1

1

3
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n
U
内

L

nt

？旬

，， 

~・圃圃・

豚薄切り肉

tf IJぎ

各 司自

もやし

にんじん

酢 みそ

みそ

Jl~ 

酒

砂精

溶き辛子

酢
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生

；舌！

20⑪ 

改

善
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(1~ ru!センタ－

1；~~ ＂！｛：；センター

午後
1 ::m～ ：~ :oo f:tイ.r-松持参2：~ ＠ j曲）］Iのんる人

健
し
ル
」

川
水
佐
炎

，aE
a
a
4

’
．‘a 

も
山
射
相

で
が
外
上
は

。

以
長
時
す

H
栄
る
ま

哨
列
、
＋
’

制引引
，
・
・tv
－
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定
制
て
受

IJ( 山
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2..f c 
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循
環
器
検
診
受
診
率

こ
と
し
も
”
が
に

昭
和
同
年
度
の
結
舷
住
民
検
珍
。
術

環
器

一
次
倹
必
は

9
Hで
終
了
し
ま
し

た
が
、
受
診
状
況
は
別
炎
の
と
お
り
で

し
た
。
結
社似
検
診
は
、
昭
和
泊
年
以
米
お
年

問
、
ま
た
術
域
総
検
診
も
昨
年
川
様
、

そ
れ
ぞ
れ

Mr以
上
の
尚
受
診
本
が
続

い
て
お
り
、
町
民
の
健
喉
仏
織
の
山
ま

り
が
・
ー
か
が
え
ま
す
。

あ
怠
定
の
活
力
あ
る
明
日
の
た
め
に

健
康
お
断
を
進
ん
で
受
け
ま
し
ょ
う

昭和56年度結核・循環器検診受診状況

循環器 l次検診結核住民検診

d
E出
三

一

一

一

一

一

引

一
軒

一
川

一
山

川
一
間

一
山

一
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一
川

一
日

一
川

一
則

川

4
叶
正
叫
許

川一段一川
一品
叶
川一ベィ

受員合平

94 .2 

93.6 

親学級｜任

3ヵ月児健診

股間接脱臼
検査

I j歳6ヵ月児 I55：ド I u fi.¥ 
健 診 I ti・7J l’j:_ I い び

胃集団検診

婦人検診

世t

－｜〈抑11.日＊町

川越

jよ干；山，：t
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i(1, It筒Ii:.iti似
/i.附li:. rti （込
山由，：j, ｝ぐぶii:

圭 ｜百日咳・ジフ
起 ｜テリア ・破傷
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97.2 12月の休日救急診療当番医
6日（日） 辻 医 院 宮 2-1285

13日（日） 寺 崎医院 宮 2-1118

20日旧） 中 川医 院 宮 2-0120

27臼旧） 損東医院 宮 2-0305

29日（火） 位 倉 医院 宮 2-0051

30口（羽 丸川病院 宮 3-3391

31巴体） 草野病院 官 2-1135
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10月の町内交通事故


